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1 2 3 4 5 6

1 㖡㚫㗪ᆺ片 ◎ 20 ● ●

有年考古館の館長であった松岡秀夫は、昭和51（1976）年、上高野の地ⶶ堂に♭られている石〇ရがᘺ生時代の㖡㚫
石〇㗪ᆺ片であることを発見した。◁ᒾ〇で高さ24䟛、㔜さ23.2䟙を測る。〇ရは発見されていないが、推定される㖡㚫
の長は80㼏㼙に㐩し、ᘺ生時代中期の㖡㚫としては国最大のものである。現在は赤穂市立Ṕྐ༤物館に収ⶶされ
ている。県指定。

2 භ道絵 ◎ 21 ●

ㄋᩍ寺に所ⶶされている16ᖜからなるసရで、そのไస年代は18世⣖後༙から19世⣖中頃と考えられる。භ道絵はᜨ
心ൔ㒔源ಙの『 生せ集』によって広まった、ᴟ楽や地⊹といった世⏺のල体的なイ䝯ー䝆を表したもので、㨣たちによ
る人々へのᣝၥなどの地⊹の様子を実㝿に絵にしている。ㄋᩍ寺では4᭶最⤊᪥᭙᪥に「御絵解法せ」が行われてい
る。市指定。

3 ᑽ子ሯ（㔗ዪሯ） ● 20 32 ● ●
ᑽ子⩏ஂとも赤松一᪘のᐩ田㔗ዪのሯともఏえられている。㍯ሪのⅆ㍯・水㍯・地㍯を積み上げたもので、ඖはᩘ基
の㍯ሪがあったと考えられる。

4 高野石地ⶶ ● 21 ● ●

高野Ꮠ高取に石仏が♭られている。地ඖのఏᢎによると、この石仏はもと高取峠にあったが、Ṋኈのヨしษりによって頭
部は上高野へ㣕び、下༙部は峠の坂を転げⴠちてここにとどまったので♭ってあるとのこと。花ᓵᒾ〇で高さ51䟛、ᖜ
37䟛、上➃のḞᦆ部で34䟛ある。ീは⬗部以下が残っていてその高さは32䟛、ⶈ華座はᖜ28.5䟛、高さ11䟛。向かっ
てᕥに「十᭶三᪥」と้まれている。向かってྑഃに⣖年㖭があったと思われるがḞᦆのため不明。ᐊ町期の⣖年㖭石
仏と推測される。なお、石の磨⁛は坂を転がってきたものではなく、おそらく川の上流から流れてきた結ᯝと推測される。

5 高野地ⶶᑛ ● 21 ● ●
高野ඹ同地内にある㏄え仏。ඖ文3（1738）年に造立されたീ高105䟛の᙮り立ീ。ዊ納者は大坂ኳ満や堂ᓥの在
ఫ者で、田➃の高取峠地ⶶと一部に同一人物の名が見られる。

6 地ⶶ(上高野) ● 21 ● ●

上高野集所敷地内の堂ᏱにᏳ置されたീ高50䟛の᙮りᆘീで、かつて地ⶶとして♭っていた石仏が、松岡秀夫
によってᘺ生時代の㖡㚫㗪ᆺ片であることがุ明し、Ṕྐ༤物館に収ⶶされたため、昭和58（1983）年の千種川ሐ防ಟ
後の地ⶶ堂新築とともに新たに造立されたもの。平成10（1998）年現在地に移転。

7 高取峠地ⶶ ● 21 ● ●

現在は田➃集所敷地内にあるが、かつては高取峠の街道ἢいにあった。ඖ文4（1739）年に造立された᙮りの立
ീ。平成15（2003）年に現在地に移転。「田➃地ⶶᑛ」とも呼ばれる。ዊ納者は大坂ኳ満や堂ᓥの在ఫ者で、田➃の高
野地ⶶᑛと一部に同一人物の名が見られる。

8 地ⶶ(᪥) ● 21 ● ● 赤穂自動㌴ᩍ⩦所東にある、ീ高76䟛の᙮りの石造ᆘീ。

9 䛵れの地ⶶさん ● 21 ● ●
野中橋東ワめにある、文ᨻ12（1829）年造立の石造༙㊜ീ。かつては千種川ᕥ岸の赤穂市ᩪ場北にᏳ置されていた
が、県道周世尾ᓮ線の道路ᣑ張ᕤ事にకい現在地に移転した。平成9（1997）年に地ⶶ堂新築。

10 赤穂市ᩪ場の石仏⩌ ● 21 ● ● 赤穂市ᩪ場敷地内には、市内各地から移されたභ地ⶶが計222体、地ⶶ⸃ീが7体Ᏻ置されている。

11 中ྩ玄➃⏠之☃ ● ●

⯆⚟寺境内にある。上養山の子として正保2（1645）年に広ᓥで生まれた中ᫀ直は、中➉ᗡの養子となり、父とと
もに龍野⸬⬥坂ೃにえたが、ᐆỌ3(1706)年ᐁを㎡して大坂に移りఫむ。ா保ඖ(1716)年、赤穂に移り医院を開業
する。Ꮠを玄➃と号した。☃はா保5(1720)年建立。

12 ⸨田ஈᝆྩ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸨田᐀▷は、Ꮠをஈᝆという。ᐆỌ4(1707)年に病でṚཤし、総ᕞ㜝宿㑚(千葉県関市)にてⴿられ
る。☃はᐆᬺ6(1756)年に建立し、仏経を一ᕳᇙめたという。

13 東㛶ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸨田東㛶は赤穂森⸬の医ᐁであり、名を ಙといった。Ꮠはᜨῄ、東㛶はその号である。☃は明
和6(1769)年に建立。

14 ஂ保江㞼☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ጲ路の生田ඛ生にᖌ事し、↻ሷの業、医学を㐙げた。ᐶ保3(1743)年に大、翌年のᘏாඖ
（1744）年に༞。☃はᏳỌ2(1773)年に建立、赤松⁚ᕞ。

15 河野㩃ᩪ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ᐆᬺ9(1759)年生まれ、赤松⁚ᕞのḟ⏨である。河野氏の養子となり、城郭、⁁池のไからᶵᲔ用
兵に⢭通した₎学者。名を通⥟、Ꮠは大経、通称は㑻平、㩃ᩪと号した。ኳ明6(1876)年ἐ。☃は同年建立。

16 ⁚ᕞඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。赤松⁚ᕞはா保6(1721)年生まれの₎学者。赤穂⸬医、大川⪔ᩪの養子。名を㬨、Ꮠを国㮭、通称
をⰋ平、⁚ᕞと号した。ᐶᨻ13(1801)年ἐ。☃はா和ඖ(1801)年に建立。

17 ᰗ田ᘅ川ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。ᰗ田Ṋబ⾨門は、明和6年(1769)年に三代Ṋబ⾨門の子として生まれ、㡿内にてㅮ㔘、ᩍ示を行っ
た。☃は文ᨻඖ(1818)年に建立。

18 文水㐓⳽☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。⸬医、⸬බより号㐓⳽を㈷る。明治26(1893)年に59ṓでἐ。文水ጅᘏ原Ⰿ子(ጁ㐓)大正5（1916）年
ἐ。☃は大正6(1917)年に建立。田淵῟ⶶㅽ表。

19 ᩪ᭶῟ⶶඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵ᩪ᭶は文水ඛ生の長子。東ி大学で医学を学びᖐ郷後、尾ᓮ、新、㑣Ἴ町の村医、小学
ᰯ医、兵庫県▱事の㔠☃、赤穂町長の㖟┃をᡝく。大正9(1920)年に56ṓでṚཤ。☃は同年建立。ᘏ原ᖿ三ㅽ㆑。

20
ᖿ三ᘏ原ඛ生夫፬の
☃

● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵㐓⳽の➨3子。ᘏ原氏をႹ䛞、東ிᩪ生学舎の開業医ヨ㦂に合᱁、⡿国クー䝟ー大学の医学
༤ኈの学取ᚓ。赤穂郡医ᖌ長学ᰯ医長。昭和15(1940)年に64ṓで病ἐ。☃は昭和17(1942)年に建立。花岳
᭩。

21 ㈢ᩪඛ生ஂ保一Ꮵ☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。内海⸨ኴ夫(ᖖಙ)のḟ子でஂ保氏をႹ䛞、ᰗ田氏に子なくፚ、尾ᓮ村をႹぐ。ா和ඖ(1801)年
に52ṓで病ἐ。☃の建立年᭶᪥不明。ஂ保Ⅽ┈ㅽㄅ。

22 友⹒田淵ඛ生☃ ● ●
⯆⚟寺境内にある。田淵医院、父῟節の➨4子。ᐶᨻ8(1796)年生まれ、Ọ3(1850)年に55ṓで病ἐ。建立年᭶᪥不
明。

23 御大グᛕ☃ ● ● 北野中ኳ満ᐑ境内にある。昭和3(1928)年建立。

24 亀ノ⏥旧石グᛕ☃ ● 32 ● ● ●

᪥神社境内にある。亀の⏥ሖは赤穂⸬森家時代にかさ上げಟ⌮され、明治28(1895)年の千種川改ಟの時᧔ཤさ
れた。築造のため石ᮦを亀の⏥より採᥀すると、中世にも⛥な一つのወ石があり、基┙のዴくᩬ点がありこれを◻┙石と
名付けた。保存をసり、大正13(1924)年に᪥神社境内にグᛕ☃を建立したことをグす石☃。

25 基┙石（亀ノ⏥旧石） ● 32 ● ● ● ● ᪥神社境内にある。大正13(1924)年建立。亀の⏥ሖより採᥀された◻┙石。ᚑ三子∖源ᛅᛣ᭩。

26
ⶶ民㟢ᙳ☃
（大ᮏ㔜ኴ㑻）

● ●
長楽寺境内にある。赤穂郡(上郡町)高田村に明治3(1870)年に生まれる。小学ᰯカᑟ、高㞝、赤松、ᒾ木の各学ᰯのᰯ
長、◁子区長となり村道改ಟなどにᑾຊした。☃は昭和8(1933)年建立。

27 山ᓮᐥ三㑻ඛ生之☃ ● ●

長楽寺境内にある。明治11（1878）年◁子生まれ。Ⲕ・華道ᖌ⠊。南山、Ⲕ道ஂ田流ᖌ⠊代として≴ᓠᗡ᐀ᘏと、また華
道ᮏ法ᮍ生流➨世としてཿᫀᩪ南⏠と号す。息継䛞戸ഃに≴ᓠᗡをᵓえ、Ⲕ花を子ዪにᩍえた。☃は昭和
25(1950)年建立。

28 ᮥ屋ྜྷ ● ● 高野田➃集ⴠ内にある、「㈇ᖌ」と呼ばれたᮥ屋ྜྷの。明治12（1879）年建立。

29 上高野㑇跡 ● 34 ● 上高野㖡㚫㗪ᆺ片が見つかった周辺にあたるが、現在のところ集ⴠ跡は発見されていない。

30 高取山古ቡ⩌ ● 20 34 ●
21基の横✰ᘧ石ᐊቡが発見されている。現在のところฟ土㑇物はそれほど多くないが、6世⣖ᮎ～7世⣖前༙頃に築造
されたものが多いとみられる。

31 高取山積石ሯ古ቡ⩌ ● 34 ●

高野・田➃集ⴠの裏山、高取山の南東斜面の山〈から中腹にかけて分ᕸし、横✰ᘧ石ᐊቡの間に交じって積石ሯ古
ቡが点々と6基発見されている。ᚄはい䛪れも10ｍ以下であるが、積石がᔂれておりቡであるかは明らかでない。石
ᐊは⟽ᘧ石というより❿✰ᘧ石ᐊのᛶ᱁をもつ。

32 八㔜山古ቡ ● 34 ● 高取峠の頂上から旧道を西へ入った高野Ꮠ八㔜山の斜面にある。古ቡはᑒ土の流ฟ➼によってᾘ⁛。

33 高అ山古ቡ⩌ ● 20 34 ●

高取山の南ഃの最高ᓠ、ᶆ高280ｍの高అ山山頂から西方へ尾根ఏいに200ｍばかり行ったあたりに3基ᩓ在してい
る。い䛪れもᔂቯ・┐᥀をうけている。このような高所にቡをᵓ築していることから、山頂付近に生活基┙があったか、
農業地帯の田➃と海岸地帯の児ᓥとの中間にあり、୧地帯と交流する集ᅋであったのではないかと推測される。

34 南野中中Ὢ㑇跡 ● 20 34 ●
坂㉺橋から1.6㎞ほど下流に南野中地区にᒓする中Ὢがある。Ῥ水時にはかなり大きな中ᕞとなり、千種川西岸に接す
るほどであるが、ቑ水時には水ἐ。昭和51(1976)年、この中ᕞで◁利採取స業がおこなわれた時、多ᩘの土ჾがฟ土。

35 南野中川岸㑇跡 ● 20 34 ●
昭和51(1976)年の台風17号にకう千種川大洪水による河川改ಟがおこなわれた㝿、赤穂大橋の上流700ｍの西岸にお
いて土◁に交じってᩘ点の土ჾが採集された。

36 高野㑇跡 ● 20 34 ● 千種川東岸のẚ㍑的広大な平野にある。ᮍㄪᰝながら土ჾが採集されている。

37 市㑇跡 ● 20 34 ● 民間開発によって発見された㑇跡で、ᘺ生時代中期の集ⴠ跡のほか、古代、中世の᥀立柱建物跡が発見された。

38 上高野㖡㚫㗪ᆺ発見地 ● 20 34 ●
昭和51（1976）年、地域ఫ民が♭っていた石仏がᘺ生時代の㖡㚫㗪ᆺ片であることがุ明した㝿、⪺き取りㄪᰝによっ
て発見地が推定された場所。

39 ᑽ子山城跡 ● 20 29 32 34 ● ●

ᶆ高259ｍの山頂部にあり、ᑽ子ᑗ┘⩏ஂにより築かれたという。山頂は平ᆠで中ኸ部がややくびれ、4ẁからなる᭤㍯
が残り、戸跡もある。Ọ⚘6(1563)年⩏ஂⴠ城説もあるが、⩏ஂはฟ㞼ᐩ田城ⴠ城後、ฟ家して慶長15(1610)年まで
生きているので、一᪘が在城したとも考えられている。

40 Ⲩ神社(上市) ● 21 33 ● ● 西山寺に隣接してある。祭神はⅆ㨦神。

41 Ⲩ神社(市) ● 21 33 ● ●
集ⴠを見渡す山麓にあり、南向きの社Ẋが建っている。開拓の神でもあるⅆ㨦神を♭る。境内には✄Ⲵ社のほか道祖
神・⦕結びの神も♭る。

こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№
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こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№

42 Ⲩ神社（◁子） ● 21 ● ●
祭神はⅆ㨦神である。かつては現在地より100ｍ東の山麓にあったが、大正ᮎ期か昭和のึめに移築されたという。こ
の場所は◁子御山と呼ばれ、参道には大間・小間も建てられていた。境内にはሰの神を♭る。

43 ኳ満ᐑ(北野中) ● 21 33 ● ●
祭神はⳢ原道┿である。境内には᪥神社やⲨ神社を合♭する。かって᪥神社は後山、Ⲩ神社はᏐ新田に♭られ
ていた。Ᏻᨻ2(1855)年㖭のᡭὙ石がある。

44 ᪥神社(南野中) ● 21 33 ● ●
祭神はኳ児屋根命で、南野中の鎮Ᏺの神として♭られている。境内には水神社と㔠ẝ⨶社がある。㔠ẝ⨶社はかつて
は亀の⏥ሖのሐ防上にあったものを合♭したものである。

45 ᑽ子神社 ● 20 21 33 ● ●

祭神はᑽ子ᑗ┘⩏ஂで、ᑽ子山上にも♭られている。境内には三ᐆⲨ神社、ニイガキ社などがある。ニイガキ社は⩏ஂ
と運命をともにしたഃᐊニイガキのྩの㟋を៘めるために建立されたという。山上の鳥ᒃはᏳỌ3(1774)年、境内のᡭὙ
石は文ᨻ5(1822)年の⣖年㖭がある。

46 ឡ神社跡 ● 21 ● ●

ὸ野長直は、正保2(1645)年に赤穂に入ᑒし、翌年正᭶24᪥近⸨正⣧に命じて城の鎮Ᏺとしてឡ山社を建立させ
た。この地は城のଢ଼ᐥ(北東)にあたり㨣門となるため、གྷ㝖けとṊ運⦾栄・国家Ᏻを♳って社を建立したといわれてい
る。現在、社Ẋはᮙちᯝて⋢垣と鳥ᒃを残すのみである。

47 光ⶈ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。創建は大栄3(1523)年、開祖はൔ᐀玄、ᐶ文ඖ(1661)年に山号⣸㞼
山となっている。

48 正ぬ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴにᒓし、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ൔぬ㜿により正中2(1325)年に開基される。ᐶ文ඖ(1661)年にᮏ㢪寺
➨世実ዴ上人から寺号をᤵかる。山号はᐆ林山。明治37（1904）年にⅆ⅏、明治43（1910）年に建。

49 ┿ぬ寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶である。寺ఏによれば、Ọ正5(1508)年にൔ善入によって開基されたと
ఏえられている。山号は㔠๛山。

50 ⯆⚟寺 ● 21 32 ● ●

⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院で、ᮏ堂に⪷観世㡢⸃ീ、開山堂には┙⌛国ᖌ木ീをᏳ置している。平Ᏻᮎ期頃に創建さ
れ、⸨原氏と関ಀが深いとఏえられるが明らかではない。┙⌛は慶Ᏻ3(1650)年北野中にᗡを設け、寺を中⯆し、ᘵ子
は5人余りをᩘえ、播磨一のみなら䛪に国に47寺を開創したともいう。山号は᪥山。境内には赤穂⸬家⪁森
家、ᰘ原家、ᰗ田家の⣼代をはじめ赤松⁚ᕞ、中玄➃、⸨田東㛶、ᰗ田⨾郷➼の文人のがあるほか、文ᨻඖ
（1818）年造立の地ⶶ⸃ീ、板☃形後⫼をもつ༙⫗᙮り㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീがある。播ᕞ赤穂坂内33カ所と播ᕞ赤穂郡33
観㡢㟋場の12␒ᮐ所である。

51 ᑓ光寺 ● 21 ● ●
ί土┿᐀大谷ὴにᒓし、㜿ᘺ㝀ዴ᮶をᮏᑛとする。ᐶỌ6(1629)年開基。創建時は西ᮏ㢪寺にᒓしていたが、ὸ野時
代に東ᮏ㢪寺のᕸᩍ所となり、ὸ野赤穂⸬より大谷ὴに転ὴを命䛬られ現在に至る。山号は亀⏥山。

52 ㄋᩍ寺 ● 21 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ඖ文3(1738)年にൔ無⬟の開基。山号は三光山。寺ᐆの三⏺භ道図
絵は16ᖜ、Ⰽᙬも㩭やかで保存≧態もᴟめてⰋく、江戸ᮎ期頃のసと推察されている。かつては㝸年で5᭶上᪪に「御
絵解法せ」が行われ、赤穂周辺から多くの参ユ者があり㈰わった。現在は4᭶最⤊᪥᭙᪥に「御絵解法せ」が行われて
いる。

53 西山寺 ● 21 34 ● ●
行基⸃が開山、観↷上人が中⯆とఏわる。ᑽ子氏の所㢪寺となるが↝ኻし、ඖ⚘中頃に建。ா保年間に↝ኻ、ඖ
文3(1738)年建、現在に至るという。山号はᐆኖ山。参道にはീ高112䟛を測る᙮りの༙㊜ീがある。

54 長楽寺 ● 21 32 34 ● ●
⪷Ṋኳⓚの神亀年間ສ௧をዊじてᕸᩍ遊説し、神亀ඖ(724)年に建立とఏわる。山号はᐆᛶ山。寺院としてሷ田を有し
たのはここのみという。

55 ឿ光寺跡 ● 21 ● ●
赤穂⸬ὸ野長直が、赤穂城築城ᕤ事成ຌを♳㢪して正保2(1645)年に建立した。開山は秀ᜑ。㢪は近⸨正⣧。┿
ゝ᐀㐲林寺ᮎ寺。山号はឡ山。

56 三木家ఫᏯ ● ● 近代和風建築。

57
近⸨三㑻ᕥ⾨門正⣧
Ꮿ跡

● ●
近⸨正⣧はὸ野家の㌷学ᖌ⠊、家⪁。慶Ᏻඖ(1648)年からᐶ文ඖ(1661)年に及ぶ赤穂城築城の⦖張りを行う。築城後
は城内に屋敷をᵓえた。

58 亀⏥跡 ● 27 ● ●
江戸時代には、⇃見川の水をሖきṆめて城下町ഃに川を流し、舟運の便を図った。また、石ሐは道の役目をවねた。

59 ┙⌛和ᑦ座⚙ᒾ ● 21 ● ●

┙⌛Ọ⌶は、ඖ和8(1622)年、ᥬ西郡⥙ᖸ田村(現在のጲ路市)に生まれる。ᗂいころから仏門に入り、ᐶỌ15(1638)
年に赤穂城下の㝶㬑寺の㞼⏠⚈のもとでᚓ度。┙⌛は慶Ᏻ3(1650)年に北野中に一ᗡ(現在の⯆⚟寺)を設け、㞼⏠
のᩍえである座⚙の難行ಟ業を㔜ね、不生を説いた。⯆⚟寺の裏山の㝤しい山道をⓏると中腹あたりに┙⌛が座⚙ಟ
業したとఏわるᒾがある。

60 ṓ所 ● ●
ฟᚁする兵ኈ、ఀໃユなどで旅立つ人を身よりの者や近所の人々が見㏦り、ูれをᝰしんだところで、時にはṓ三ၐ
をしたという。当時の風⩦で、はその面ᙳはない。

61 ᑽ子山の大ᒾ ● 20 ● ● ᑽ子山山頂にある大ᒾ。眺望がⰋい。

62 高取峠 ● 27 32 35 ● ●

高野田➃から相生方面に向かう峠で、赤穂市と相生市の境⏺に置する。ลയ事௳をఏえる早かごが通った道として
「早かご䝰ニュ䝯ント」が設置されているが、昔のルートと現在のルートは㐪っている。昔話「人の᪦㑣はん」の⯙台にも
なっている。（赤穂の昔話）

63 ◁子㌴場跡 ● 27 30 ● ●
赤穂鉄道の播ᕞ赤穂駅から2.5㎞北にある㌴場で、乗ᐈがある場合のみ列㌴が㌴していた。駅舎は待合所のみの
⡆便な建物であった。また、裏山には保線用の土取場があった。

64 赤穂鉄道坂㉺駅跡 ● 27 30 ● ●
赤穂鉄道坂㉺駅は市にあり◁子駅間0.8㎞、目坂駅間1.8㎞であった。駅にはᮏ家（事務所・待合所・社Ꮿ）と便所が
あった。また、駅前から坂㉺ 行きの赤鉄バ䝇が発╔した。

65 㻶㻾赤穂線 ● 27 ●
昭和26(1961)年に播ᕞ赤穂䠉相生間が赤穂線として開通し、山陽ᮏ線と接続している。

66 ＪＲ坂㉺駅 ● 27 ●
昭和26（1951）年に播ᕞ赤穂䠉相生間に赤穂線が開通した㝿に設置された、坂㉺の玄関口。

67 大ᓮ資料館 ● 21 ●
江戸時代より代々瓦ᖌを務める大ᓮ氏が、⚾設で開設した瓦の資料館。

68 ㄋᩍ寺絵説き ● 21 ●

寺ᐆの三⏺භ道図絵は16ᖜ。Ⰽᙬも㩭やかで保存≧態もᴟめてⰋく、江戸ᮎ期頃のసと推察されている。かつては㝸
年で5᭶上᪪に「御絵解法せ」が行われ、赤穂周辺から多くの参ユ者があり㈰わった。な描により、見る人々へ地
⊹のᜍᛧ心を強く↝きつけ、この世における善行を説く仏のᩍえを実現させている。

69 ᑽ子山の㞵ஒい ● 20 ●
ᑽ子山は一名『㞵ஒい山』ともいい、ᖸばつの年は㞵ஒいをした山ともいう。

70
ᑟ水路とຍ里屋川の
景観

● 28 ● ●
市から山ᓮ山麓までは、山ഃに上水道のᑟ水路があり、平野ഃにຍ里屋川が流れており、旧赤穂上水道のᑟ水路
景観がよく残されている。周辺は赤穂鉄道㌶道跡のᱜ୪木などもあり、景観にඃれている。

71 市 ● 32 36 ● 地名。上流の木津がᮦ木の積ฟ で、その下流のに市がたったと推定される。




